
未来につながる食エリア
ー選択の積み重ねが未来をつくるー

12月2日（水）〜4日（金）
東京ビッグサイト・東ホール

主催：日本経済新聞社

「未来につながる食エリア」は、生産・流通・販売サイドと生
活者・消費者との直接対話により、日々欠かせない食について
理解し、食の選択肢について考えを深めていただく場です。

食品産業は自然と深く関与し、技術革新で食品の質の向上と生産の安定化を図ってきました。

事業として自然と折り合い、自然の可能性を広げる作り手と、食の選択
にこだわる食べ手との距離を縮めることを目指して、来場を
誘致してまいります。

モノからコトへ、そ
してその時・その場
で得る体験へと、消
費ニーズが変化して
います。

本エリアは、身近な
食の価値を深く実感
できる、ここで、と
いう限定性と体験性
の高いエリアとして
幅広く来場者の注目
を集めています。

食の魅力とともに、
あまり知られてい
ない、企業理念や
商品開発、生産サ
イドの想いを伝え
ることができます。
▼田んぼの生き物調査結果を紹介中

特に小中校生の動
員力が高く、次世
代への訴求が有効
です。
＊子ども受入全出展者のうち、
もっとも子どもの声の数が多い
上位10社中3社が本エリア出展者
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【どのブースで何を学んだか】

コメント数上位10社

（本展小中学生アンケートを集計）

未来につながる食エリアに 参加するメリット／



エコプロは1999年にエコプロダクツの普及と循環型社会構築を目的として始まり、28回目を迎
えます。子ども誘致は初回出展者の要望を実現するためNPOと連携して、2000年に都内２校の

小学生の動員から始まりました。現在、10～16歳の日本総人口約700人に1人
の比率で来場いただいており、今年も約1万人の児童・生徒を迎
える予定です。

エコプロに行く前にお米の授業を
通じて、見学テーマを決めてエコ
プロのホームページを見た。給食
で多くのこる牛乳のアレンジレシ
ピも、家で考えてから見学した。

物を買う時、値
段にあった買い
物ができるよう
がんばりたい。

未来へのつな
がりを知って、
今あるものを
とても大切に
したいと思っ
た。

クイズや動画が多く取
り入れられ、子どもた
ちの関心を引きつけや
すいものだったと思う。

いろんな企業が
SDGsの取組みをし
ていると知ったから、
SDGsに関係してい
る商品を買ったりし
ようと思った。

見てきたことを家族に話
したい。学んだことや関
心があったものを話して、
みんなに関心をひろげた
い。

どの展示もSDGsに
つながりが強く、
子どもの学びに
直結していた。

ブースで声をかけて誘導してくれ
るので、生徒がたくさんの経験を
することができた。「行ってみて
発見」「その場の興味」が大切で
す。

これからは、い
つも見ていな
かったところに
注目したい。

◎前回来場した児童/生徒（緑）、教員（青）の声  

地球環境や社会課題が複雑化する中、業種・世代・立場を越えた「共創」が不可欠となっています。本展は、共創による
イノベーションを発展させ社会課題解決と経済成長との両立を実現する場として、地球・社会・人の課題解決をテーマに
価値創出を目指す「BEYOND SDGs エコプロ」へと進化します。ビジネスや取り組みを通じて社会に前向きなインパクトを
もたらす、企業・団体皆さまにお集まりいただきます。

【ご参考】
子どもたちの
学習成果物
事例はこちら⇒



今年から幅広いSDGsの領域・社会課題の解決について、地球・社会・人の3領域に集約、
ご出展時に出展エリアを選択いただくことになりました。

「未来につながる食エリア」は、エコプロEARTHに配置します。

エコプロEARTH

食と農･環境保全･生物多様性･脱
炭素･地球温暖化対策･資源循環･
次世代エネルギー

エコプロSOCIAL

地方創生･官民連携･業務効率化
支援･インフラ再生･災害対策･
少子化対策･働き方支援

エコプロWELL

ウェルビーイング･福祉･人材育成･
リスキリング･ヘルスケア･健康食
品･メンタルヘルス対策･フィット
ネス･スポーツ･ライフサイエンス

≪出展費用≫

また

今年は弊社創業150周年にあたり、

会期初日が創刊日と重なるため、周年事業
と連動した情報発信を行う予定です。

※4小間でお申し込みの場合は、小間の形状、（単列・複列のいずれか）をご選択ください。

単列： 複列：

※1～3小間および5小間は単列、6小間は以上は複列となります。



≪お問い合わせ≫

≪出展に関するスケジュール≫

≪出展申込≫

エコプロ主催者事務局 :  日本経済新聞社コンテンツデザインユニットイベント事業部
MAIL：ecojoin@nex.nikkei.co.jp                    TEL：03-6256-7355

mailto:ecojoin@nex.nikkei.co.jp
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